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－DAPディテクターを用いた最近の例－
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著者らは紀伊半島地域に分布する中期中新

世火成岩について，ジルコンを用いたフィッ

ション･トラック�(FT)�年代測定を行ってき

た．測定対象は二上層群，地獄谷層石仏凝灰

岩，室生火砕流堆積物，奈良県中奥の火砕岩

岩脈，熊野酸性岩類および潮岬火成複合岩体

である．現在までに得られている結果につい

ては岩野ほか�(2002)�で整理されている�( 二

上層群と潮岬火成複合岩体については星ほか�

(2002，2003)�を参照 )．

一連の研究で，以下の 2 つの類似点が明

らかとなった：�(1)�ジルコン FT年代は 14�-�

15Ma に集中する�( 潮岬のフェルサイト岩脈

を除く )，(2)�赤色と無色の 2種類のジルコ

ンが混在する�( 二上層群では玉手山凝灰岩

のみ．潮岬では流紋岩とサニディン石英斑

岩 )．さらに上記火成岩のうち，玉手山凝灰

岩，石仏凝灰岩，室生火砕流堆積物，熊野酸

性岩南岩体�( 花崗斑岩 )�については，(3)�主

要鉱物組成�( 石英，サニディン，斜長石，黒

雲母 )，(4)�古地磁気方位�( 逆帯磁西偏で伏角

大：星，本号 )，(5) 斜長石の屈折率�(oligo-

clase ～ andesine：山下ほか，本号 )，(6)�

ジルコンの微量成分�(Eu 負異常：岩野ほか，

2001)，(7)�火山ガラスの屈折率�(nd=1.498)�

と微量成分�(Eu 負異常：新正ほか，2001 お

よび未公表データ )，(8)�全岩化学組成�( 新正

ほか，2001 および未公表データ )�などの多

くのデータが類似することから，前三者は対

比される大規模火砕流堆積物であり，その形

成が熊野酸性岩類の形成と強く関係している

とする見解が示された�( 星，2002；星ほか，

2002；岩野ほか，2002)．しかし，未だ年代

データが不足しており，各火成岩体の時間的

な関係には不明な点が多い．

そこで著者らは，年代データの蓄積を目

的として，ジルコンを用いた FT年代測定を

行った．測定対象は大峯酸性岩類と，熊野酸

性岩類北岩体南部の札立峠火砕流堆積物と金

山火砕岩類�( 川上・星，2002)�である．今回

は，誘導 FTディテクターとして，ジアリル

フタレート�(diallyl�phthalate：DAP)�という

プラスティック�(Tsuruta，1999，2000;�吉

岡ほか，2002;�Yoshioka�et�al.,�2003)�を採

用した新しいシステムで年代測定を試みた．

実験手続きは基本的にDanhara� and� Iwano�

(2001)�と同じで，DAPディテクターに関す

る実験条件については吉岡ほか�(2002)�およ

び Yoshioka�et�al．(2003)�を参照されたい．

Fig.� 1 に年代標準試料の複数回測定から決定
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したゼータ較正値の結果�( 詳しいデータは別

に投稿準備中 )，Table�1 に測定データを示

した．以下に各岩体の測定結果を述べる．

［大峯酸性岩類］ 洞川岩体，白倉岩体，川

迫岩体，旭岩体，天狗山岩体，白谷岩体の 6

岩体から採取した 8試料について，13.4 ～

15.2Maの年代値を得た�(Table�1)．この年代

値は黒雲母のK-Ar 年代� (Sumii� and�Shin-

joe，2003)�とほぼ一致する．洞川・白倉岩体

に含まれるジルコンは赤色のみで，その他の

4岩体には 2色� ( 赤・無色 )�のジルコンの混

在を確認した�( 川迫 =1:9，旭 =1:1，天狗山

=1:2，白谷 =1:1)．

［札立峠火砕流堆積物］ 本火砕流堆積物は

熊野層群と神ノ木流紋岩を不整合に覆い，最

大層厚が 300m以上のフェルシック火砕流

堆積物で，少なくとも 2枚以上のフローユ

ニットからなる�( 川上･星，2002)．FP3 試料

は 1 枚目のユニットの基底部から，FP4 試

料は 2枚目のユニット�(FP3 の上位 )�から，

FP6 試料はこれらとは異なる地点の黒色ガラ

ス質部からそれぞれ採取した．3試料ともほ

ぼ 15Ma を示し，すべて赤・無色�(=1:1)�の

2 色のジルコンが混在する．

［金山火砕岩類］ 本火砕岩類は層厚が30m

以上あり，火山豆石を多く含む成層したフェ

ルシック火砕岩からなる�( 川上･星，2002)．

熊野層群を整合に覆い，神ノ木流紋岩に整合

に覆われる．5枚の凝灰岩を対象とし，14.5

～ 15.8Ma の年代値が得られた．試料A，C，

E，Gは神ノ木流紋岩のジルコン�( 赤色が少

なく，無色が主 )�に似ており，試料Dは赤・

無色�(=2:3)�の 2 色のジルコンをもつ．

Fig.�1．Zeta-values� for� zircon�and�apatite�
determined�against�NIST-SRM612�using�DAP�
external�detectors．

Table�1．Results�of�fission�track�dating�of�zircons�using�DAP�plastic�detectors
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